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今月号の目次

 P2…ビル師からのメッセージ／OHH 
P３…世界の⼦どもたちの現状 
P4…⽇本事務所から大切なお知らせ 

私たちは毎週ミーティングを持ち、何をすべきか、事態を整理
し、対処すべき問題の解決方法などの詳細を話し合います。全員
が協力して自分の役割を果たし、常に、さらに何ができるか、他
にどこに向かう必要があるかを考えています。神がこの働きを、
人間が決して成し遂げることができない領域にまで導いてくだ
さるのを、驚嘆しながら見ています。 

しかし、すべては一人の少年から始まりました。一人の男性が主
の導きに従うことを決めた時、一人の少年に何が起きたのでし
ょうか。その少年は、神様が彼に働きかけてくださったおかげ
で、神様のために何かをすることができました。もちろん、その
一人の少年とは私であり、私と同じようにイエス様を必要とす
る「人」が他にもたくさんいることを知っています。 

どんな高層ビルでも 1 つのレンガから始まり、すべての植物は
1 つの種から、すべての海は 1 滴の水から始まりました。私た
ちは、神の国を押し広げるためにできることをしています。スラ
ム街で虐待を受けた一人の少女や、貧困者用住宅で、誰とも話し
たがらない少年は、百万人に一人だけかもしれません。しかし、
イエス様は彼らのためにも来られたのです。 

私は百万人に一人の子どもでした。今日また、私たちはその一人
のところに出かけます。私たちと共に働きに参加してくださり
ありがとうございます。 ―ビル・ウィルソン 

OHH の締め切りは過ぎましたが、 
引き続き献金を募集しております。 
       ⇒ https://qr.paps.jp/pMfo 

OHH 目標100万人！ 

【＊お願い】子どもの誕生日その他のご連絡、子どもからの手紙も同封しますので、必ず開封してご確認ください。 

常時スポンサー募集中！
お申込はこちらから⇒ 

https://metroworldchild.jp/apply-for-sponsor/ 

今月の引き落とし日！
１２月２７⽇(金)です。口座をご確認ください！ 

 

オペレーション・ホリデー・ホープ 

メトロの教会学校のクリスマスメッセージの週に参加した子ども全員にプレゼントを渡します。 

今年は、私たちにとってだけでなく、子ども伝道の歴史において
も、他に類を見ない年でした。私たちはとてつもない⾶躍的成⻑
を目の当たりにし、奇跡としか言いようのない扉が開かれるの
を経験しました！ 間違いなく、これは新しい歴史が作られつつ
あるということであり、私たちが新しい分野に進む中で、神様
は、確かに私たちと共に歩み、あらゆる状況や機会において道を
備えてくださっています。 

想像以上に多くの子どもたちがメトロの日曜学校に参加するよ
うになり、すぐに私たちは毎週１００万人の子どもたちに伝道
するという目標に向かって突き進んでいることに気づきまし
た！ これは、忠実なスポンサー、協力者、サポーターである皆
さんのご支援がなければ、絶対に不可能なことです！！！ 

オペレーション・ホリデー・ホープは、世界中のメトロの子どもたちにとって、待ちに待った特別な日です。そして、子
どもたちとその家族への影響を考えると、私たちの最も強力な伝道イベントのひとつでもあります。オペレーション・ホ
リデー・ホープにご協力いただくと、単なる贈り物以上のものを子どもに届けることができます。この世で魂の拠り所を
切実に必要としている子どもたちの心に希望を与えることができるのです。 
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Merry Christmas! 
１２か国を巡る⻑い⻑い４か⽉の世界ツアーを終え、ようやくアメリカに戻
ってきました。とても厳しく、しかし実りある旅の間、私を支えてくれた皆さ
んの祈りに感謝します。この旅の最中にも、ウクライナやガザでのハン兄のこ
となど多くのことが同時に起こりました。 

私は今、クリスマスまで毎週末アメリカを旅して支援を集め、年末までに日曜
学校の子どもたち１００万人にプレゼントを渡すという目標に向かって邁進
しています。 

アフリカのために今どうしても必要な支援を集めようと努めています。アフ
リカ各国への扉は、政府や影響力のある教育関係者がメトロに好意的で、私た
ちが予想したペースよりも驚くほど速く開いています。 

多くの方々がご存知だと思いますが、今年初めのメトロの目標は、毎週１００
万人の子どもたちを集めて教会学校を開催することでした。しかしその時点
では、本当に実現できるという確信はありませんでした。教会の歴史上、いま
だかつて達成されたことがないとてつもない目標だったからです。しかし、な
んと今、私たちはそこにいます。 

多くの皆さんが、子どもたちのスポンサーとして、また、献金や祈りによって、 
何年も私たちと活動を共にしてくださっています。子どもたちの未来に投資してくださったのです。 

今日はこのシャツを着ています。アメリカ海軍の特殊部隊である Navy SEALs（ネイビーシー 
ルズ）のシャツで、彼らのモットー「楽できたのは昨日まで」という言葉がプリントされてい 
ます。今この言葉の意味を実感しています。皆さんの中にもそのような方がいらっしゃるかも           ビル･ウィルソン 
しれません。 

皆さんの上に神の豊かな祝福がありますように。心から愛をこめて。 
メリー・クリスマス！   
 

オペレーション・ホリデー・ホープへのご支援で、 
このクリスマスに⼦どもたちに希望を贈ることができます！ 
• ニューヨークの子どもたちは、ラッピングされたおもちゃを受け取ります。 

• フィリピンの子どもたちは、小さなおもちゃと、一番必要な食料セットでお祝いします。 

• アフリカの子どもたちはクッキー（ビスケット）1 箱とジュースで喜びます。 

そのほか世界各地の様々な国で、その地域の子どもが最も必要としている物を渡します。 

 

最も重要なのは、イエス様という贈りものによって与えられる希望の 
メッセージを全員が聞くことです。 

今からでもお申込みいただき、子どもたちに、彼らを愛し、彼らの 
置かれている状況よりもはるかに偉大で、彼らが泣く時には耳を 
傾け、祈りに答えてくださる神様が、彼らを見ておられること 
を形にして気づかせてあげてください。 

ビル師からのメッセージ 



  クリスマスが怖い 
あなたのサポートは、最も必要なときに傷ついた心に喜びを
もたらします。 

マークは数年間、メトロ日曜学校に熱心に通っていました。
彼と妹たちはシングルマザーに育てられていましたが、ある
日、彼らの人生に悲惨な出来事が起こりました。彼らの⺟親
が殺され、一瞬にして 3 人の子どもたちは孤児となり、家を
失ってしまいました。 

親族の一人が彼らを引き取りましたが、⺟親を失った心の痛
みから、子どもたちはクリスマス休暇を恐れていました。し
かし、ありがたいことに、彼らを気遣ってくれる人もいない
絶望のクリスマスになると思っていたものが、希望のクリス
マスに変わったのです。 

マークと妹たちはメトロのクリスマス活動の「オペレーショ
ン・ホリデー・ホープ」に参加し、何百人もの子どもたちと
一緒にクリスマスのメッセージを聞きました。集会後、一人 
         一人がそれぞれにラッピングされたプレ 
          ゼントを受け取って非常に驚きました。 
          クリスマスプレゼントをもらえるなん 

て思っていなかったからで
す。さらに、マークのスポ 
ンサーが 3 人の子どもた 

ちに神の愛の豊かさを 
伝えるために、特別に 
贈り物を送ってくれ
たのです。 

あなたのような思いやり
のある友人の優しさのお
かげで、彼らにとって忘
れられないクリスマスに
なりました！ 心から感
謝しています。 

 

神の愛をすべての食事に込めて！ 
私たちは絶望している子どもたちに生き残るために必要なも
のを与えます。 

時々食べる物が何もなくて、数日間、食べずに過ごさざるを
得ないという経験はありますか? 

ケニアやフィリピンの多くの子どもたちにとって、飢えの苦
しみは日々の厳しい現実です。保護者たちは、極度の貧困、
干ばつ、その他の困難な状況により、家族全員に十分な食事
をさせることができません。だからこそ、メトロの給食プロ
グラムはとても重要なのです。 

メトロは、イエス様の愛と希望をもって子どもたちに手を差
し伸べ、子どもたちに食事を与えることも重要なことと考え 

ています。ケニアでは、メトロ
のスポンサーになっていただ
くことで、飢えた子どもたち
に、ただ生き延びるだけでな
く、成⻑のために必要な食事を
提供することができます。 

あなたのような友人たちの寛
大なご支援のおかげで、私たち
は現在、最貧困地域で 7,600
人以上の子どもたちに学校給
食を提供する活動を行ってい
ます。 

ケニアでは、最も支援を必要としている子どもたちを見つけ
るために学校の先生たちが協力してくれています。 

私たちの給食プログラムは、子どもたちが毎日学校で温かい
昼食を食べられるようにするものです。多くの場合、その食
事は、子どもたちにとって唯一の貴重な食事なのです。子ど
もたちの多くは、後で食べるために食べ物を少し残したり、
家にいるお腹を空かせた兄弟たちに分けてあげるために持っ
て帰ったりしています。 

あなたのご支援を通じて、子どもたちが直面する最も緊急の
ニーズである健康的な食事を提供することができるのです。
この単純に思える活動は、ケニアでは生死を分ける可能性さ
えあります。 

これらの子どもたちのために、さらに多くのスポンサーが起
こされて、食べるものがないという基本的な問題に苦しむ子
どもたちとのつながりを築くことができるように、私たちと
共に祈ってください。 

そして、今日、私たちが飢えた子どもたちに食事を与え、彼
らが最も重要なこと、つまり彼らの将来に集中できるように、
ご協力ください。 

3 
＊プライバシー保護のため、掲載されている写真と記事の内容には直接の関連はありません。 

 



スポンサー募集中！ 
メトロの働きは各国で急激に拡大し、サポート
の必要な子どもの数は、飛躍的に増えています。
新規スポンサーを常時募集していますので、よろ
しくお願いいたします。 

災害や戦争で、貧困地域の状況は悪化し続けて
おり、世界中の物価は急激に上昇しています。メ
トロの活動している地域では、以前から食事を
まともに食べることができない子どもがたくさ
んいましたが、今はさらに深刻な状況です。私た
ちは、一人でも多くの子どもにスポンサーを見
つけようと手を尽くしています。どうぞ、身近な
方々にメトロをご紹介ください。 

メトロ紹介＆申込サイト⇒ 

https://metroworldchild.jp/metrogenerallp/ 

前代未聞のキャンペーン！ 
メトロが現在行っているのは、世界中で 100 万
人の子どもにクリスマスプレゼントを手渡すと
いう前代未聞のキャンペーンです。メトロの関
わる子どもの人数は毎年増え続け、昨年は 60 万
人の子どもにプレゼントを渡しました。しかし
今回は、一気に 40 万人分も増えることになり、
スタッフ一丸となって献金を集めています。周
りの方々にもお伝えください。 

また、ご支援いただいています子どもの誕生日
が来月の方には、お知らせの手紙を同封してお
りますので、必ず開封して中をご確認ください。
ご自身の状況に合わせてプレゼントをお考えい
ただければ幸いです。 
口座引落をご希望の場合は、お申し込 
み日の翌月引落となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

メトロ･ワールド･チャイルド日本事務所 
 所在地 〒104-0061 

東京都中央区銀座５-１４-６ 
橋ビルⅡ７階 ＴＦＣ内 

電 話 03-6264-7370（松山事務所 089-992-9020） 
ＦＡＸ 089-925-1501 
メール metrojapan@mission.or.jp 
URL https://metroworldchild.jp/ 

すべてのお振り込みは、下記宛にお願いいたします。 

ゆうちょ銀行：一六九店 当座預金 ００４１６１０ 
郵便局：記号番号 ０１６５０-３-４１６１０ 
口座名義はどちらも同じ 
メトロ･ワールド･チャイルド･ジャパン 

 

⽇本事務所からの重要なお知らせとお願い 

 偽サイトにご注意を！ 
ビル師の偽のＳＮＳがたくさん発生しています。
騙されて献金を送金されないように、くれぐれ
もご注意ください。 

ビル先生の Facebook は以下の一つだけです。 
https://www.facebook.com/PastorBillWilson 

ビル先生が、直接献金を依頼することはありま
せん。メッセンジャーやその他の方法で、個人的
に連絡することや友達申請することもありませ
ん。友達リクエストを受け取った場合は、その偽
アカウントを Facebook に報告し、ブロックして
ください。 

メトロの働きやビル先生へのご支援は、必ず日
本事務所を通してお送りください。 

日本事務所よりごあいさつ！ 
アドベントの時期を迎え、各地でクリスマスの集会を開催
しています。皆さんの教会でもクリスマスのご準備が進ん
でいることと思います。 

今年は、メトロの働きにとって様々な意味でターニングポ
イントとなる年となりました。過酷な状況の中で献身的な
働きを続けるメトロのスタッフやボランティアにとって、
命がけの戦いが続いています。また一方で、アフリカをは
じめとして、メトロの働きが世界各地で高く評価され、飛
躍的な拡大を体験する年となりました。 

毎年、関わる子どもの数は増え続けていましたが、今年の
ような急激な人数の増加を体験したことはありませんでし
た。まさに、神の時を実感しています。 

皆様にとりましても、神の御業を体験する、祝 
福と恵みのクリスマス時期となりますように、 
各地の集会でお会いできますように祈ります！ 

日本事務所代表 万代栄嗣(まんだい えいじ) 


